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協
会
活
動
状
況

(特
別
の
記
載
の
な
い
も

の
は
、
す

べ
て
会
場
は
事
務
所
に
お
い
て

)

●
昭
和
五
十
四
年
十
二
月

一
日

(
土
)

自
然
保
護
講
座
、
第

一
学
期

(
自
然
保
護
を

す
す

め
る
た
め

に
)

の
四
日
目
。
石
川
俊
夫
会

長

の

「
自
然
保
護
行
政
に
の
ぞ
む
」
と
題
す
る

講
義
。
終
了
後

、
高
畑

滋
氏
を
中

心
と
し
て
座
談

会
を
開
く
。

●
十

二
月
八
日

(
土
)

自
然
保
護
講
座
、
第
二
学
期

(世
界

の
自
然

に
学
ぶ
)

の
第

一
日
目
。
辻
井
達

一
氏

の

「
ヒ

マ
ラ
ヤ
と
パ

タ
ゴ

ニ
ヤ
」
と
題
す

る
講
義
。

●
十
二
月
十
四
日

(
金
)

会
報

N
O
三
三
号

で
き
あ
が

る
。

●
十

二
月
十
五
日

(
土
)

自
然
保
護
講
座
、
第
二
学
期
の
二
日
目
。
八

木
健
三
副
会
長

の

「
北
ア
メ
リ
カ
と

オ
ー

ス
ト

ラ
リ
ア
」
と
題
す
る
講
義

。

●
十
二
月
十
五
日

(
土
)

常
任
理
事
会

出
席
者

石
川
、
八
木
、
辻
井
、
長
谷
川

、

狩
野
、
高
畑
。

主
な
議
題

一
、
職
員

の
通
勤
手
当
、
冬
期
手
当

の
改
訂
。

二
、
知
床
横
断
道
路

の
駐
車
場

に
関
す

る
要
望

書

の
文
案
検
討
。

●
十

二
月
十
五
日

(
士
)

有
志
十
六
名
が
ア
サ

ヒ
ぜ

ヤ
ホ
一
ル

に
集
ま

り
、
忘
年
会

を
催
す

。
八
○
年
代

の
自
然
保
護

運

動

に
つ
い
て
議
論

、
意
見
百
出
。

出

席
者

石
川
、
八
木

、
辻
井
、
長
谷
川
、

狩
野
、
野
田
、
加
藤

、
及
川

、
滝

口
、
高
畑
、

菓
原
、
三
木

、
八
木

(鉱
太
郎
)
、

進
藤
、
川

村
、
島
田
。

●
十

二
月
二
十
八
日

(
金
)

事
務
所
内

の
掃
除

と
仕
事
納

め
。

●
昭
和
五
十
五
年

一
月
四
日

(
金
)

一
九
八
○
年

の
仕

事
は
じ
め
。

●
昭
和
五
十

五
年

鰯
月
十
日

(木
)

「
鵡
川
河

口
、
干
潟
周
辺

の
野
鳥

・
植
生
調

査
」
報
告
書
を
野
外
科
学

(株
)
あ

て
提
出
。

受
託
し
た
当
協

会
が

、
昨
年

六
月
以
来

、
辻
井

達

一
、
島

田
明
英
両
氏
を
中
心
と
し
て
調
査
を

す
す
め
て
き

た
報
告
書

で
あ

る
。

●

幽
月
十

二
日

(
土
)

自
然
保
護
講
座
、
第
二
学
期
三
日
目
。
新
妻

博
氏

の

「
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
」
と
題
す

る
講
義
。

●

一
月
十
九
日

(
±
)

自
然
保
護
講
座
、
第

二
学
期

の
四
日
目
。
井

手
責
夫
氏

の
「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
」
と
題
す

る
講
義

。

受
講
生

二
十
三
名
。
終
了
後
、
石
川
会
長

を
中

心
と
し

て
座
談
会

の
開
催
。

●

旧
月
二
十

一
日

(
月
)

斜
里
町
助
役

の
高
橋
春
雄
氏
が
来
所

し
、
知

床
横
断
道
路

の
駐
車
場
設
置
計
画
案

に

つ
い
て

の
説
明
を
行
う
。

●

繭
月

二
十
五
日

(
金
)

常
任
理
事
会

出
席
者

石
川
、
八
木
、
宗

像
、
新
妻

、
辻

井
、
長
谷
川
、
狩
野
。

一
、
役
員
改

選

に
つ
い
て

役
員
選
出
規
定
第
六
条

に
よ
り
、
選

挙
管

理

委
員

を
委
嘱

す
る
た
め

の
人
選

を
行

な
う
。

理

事
よ
り
の

一
名

を
狩
野
氏

と
し
、
会
員

の
中
よ

り
四
名
は
、
滝

口
、
駒
井

、
小
川

、
浅
井
、
三

木

の
五
氏
の
中
か
ら
委
嘱
す

る
こ
と
に
し
た
。

二
、
然
別
湖
東
岸

の
保
護

に

つ
い
て
の
要
望

然
別
湖
の
東
岸

に
歩
道
を
設

け
た
い
と
す
る

動
き
が
あ
る
の
で
、
事
前

に
そ

の
よ
う
な
計
画

を
も
た
な

い
よ
う
関
係
方
面

に
要
望
す

る
こ
と

に
し

た
。

三

、
銀
行
振
込
、郵
便

振
替
納

入
に
よ
る
場
合
、

従
来

は
さ
ら
に
領
収

の

ハ
ガ
キ
を
発
行
し

て
い

た
が
、
と
く

に
必
要
と
さ
れ
る
場
合

の
ほ
か
は

ダ
ブ

ル
こ
と

に
な
る
の
で
、
事
務

の
簡
素
化
と

経
費
節
減

の
意
味
あ

い
か
ら
も
取
り

や
め
る
こ

と
に
し
た
。

●

幽
月

二
十
六
日

(
土
)

自
然
保
護
講
座
、
第

三
学
期

(道
内

の
自
然

と
そ
の
保
護
)

の
第

一
日
目
。
宗
像
英
雄
氏

の

「
道
南

の
観
光
開
発
」
と
題
す
る
講
義

。

●

一
月

二
十
六

日

(
土
)

「
道

々
士
幌

、
然
別
湖
線
環
境

調
査
」

の
中

間
報

告
会

於
建
設
会
館

9
F

北

海
道

土
木
部
道
路
課
、
帯
広
土
木
現
業
所

、

北

海
道
開
発

コ
ソ
サ
ル
タ
ソ
ト
㈱
関
係
者

に
調

査

の
概
況

に

つ
い
て
説
明
。

出
席
説
明
者

(
地
形
、
地
質
)

石
川
俊
夫

、

八
木
健
三

(
植
生
)

辻
井
達

一
、

高
畑

滋

(動
物
)
阿
部

永

、
川

辺
百
樹

、
島

田
明
英

各
調
査

担
当
者

(
病
気
欠
席
者

、大
泰

司
紀
之

、

山
之
内

統

の
両
氏
)
。

●
二
月

二
日

(
土
)

自
然
保
護
講
座
、
第

三
学
期
二
日
目
。
門
脇

松
次
郎
氏

の

「
苫
東
開
発
」
と
題
す

る
講
義
。

●
二
月
六

日

(
水
)

「
自
然
生
態
系
総
合
調
査

(知
床
半
島
)
」
報
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告
書
を
北
海
道
生
活
環
境
部
あ
て
提
出
。
受
託

し
た
当
協
会
が
、
昨
年
五
月
以
来
、
鮫
島
惇
一

郎
、
大
泰
司
紀
之
両
氏
を
中
心
と
し
て
知
床
半

島
の
調
査
を
進
め
て
き
た
報
告
書
で
あ
る
。

●
二
月
九
日

(土
)

自
然
保
護
講
座
、
第
三
学
期
の
三
日
目
。
新

庄
久
志
氏
の

「釧
路
湿
原
」
と
題
す
る
講
義
。

●
二
月
十
三
日

(水
)

「野
鳥
生
息
環
境
実
態
調
査

(風
連
湖
及
び

周
辺
地
域
)」

報
告
書
を
北
海
道
生
活
環
境
部

あ
て
提
出
。
受
託
し
た
当
協
会
が
、
昨
年
五
月

以
来
、
三
浦
二
郎
、
高
田

勝
氏
等
を
中
心
と

し
て
調
査
を
進
め
て
き
た
報
告
書
で
あ
る
。

●
二
月
十
五
日

(金
)

選
挙
管
理
委
員
会

出
席
者

滝
口
、小
川
、浅
井
、三
木
、狩
野
。

委
嘱
さ
れ
た
五
人
の
初
会
合

で
あ
る
。
ま

ず
、
滝
口

亘
委
員
を
選
挙
管
理
委
員
長
に
互

選
し
、
昭
和
五
十
五
年
通
常
総
会
開
催
を
五
月

十
七
日

(日
)
と
予
定
し
、
公
示
や
日
程
な
ど

を
決
め
た
。

●
二
月
二
十
三
日

(
土
)

自
然
保
護
講
座

、
第
三
学
期
四
日
目
。
鮫
島

惇

一
郎
氏

の
「
大
雪
と
日
高
」
と
題
す

る
講
義
。

終

了
後

、
当
講
座

の
最
終
日
な
の
で
、
石
川

会
長

、
高
畑

滋
氏
を
中
心
と
し
て
講
座
反
省

会
を
含
め
た
自
然
保
護

上
の
諸
問
題

に
つ
い
て

の
座
談
会
を
開
催
し
た
。

当
講

座
の
受
講
生

の
顔
ぶ
れ

に
つ
い
て
は
前

号
で
紹
介

し
た
が

、
十

一
月
十
日
か
ら
二
月

二

十

三
日
に
ま
で
わ

た

っ
た
十
二
日
間
を
、

一
日

の
欠
席
も
な
く

、
熱
心

に
受
講

さ
れ

た
方

は
、

杉
野
目
康
子
さ

ん
と
加
藤

哲
男
さ
ん
の
二
人

で

あ

る
。
心
よ
り
敬
意

を
表
す

る
も

の
で
あ
る
。

な
お
、

こ
の
二
人

に
次

い
で
、
殆

ん
ど
全
出
席

に
近
か

っ
た
方

は
、
石
本
礼
子
さ

ん
、
小
野
美

和

子
さ
ん
、
杉

本
カ

ヨ
さ

ん
、
美
田
花
枝
さ
ん
、

泉

重
雄
さ

ん
、
山
本
繁
樹
さ
ん
、
伊
藤

幸
男

さ
ん
の
七
人

で
あ

る
。
ど
う
か
勉
強

さ
れ

た
も

の
を

心
の
糧

と
さ
れ
、
さ
ら
に

一
層

、
自
然
保

護
思
想

の
啓
発

に
ご
協
力
あ
ら
ん
こ
と
を
切

に

祈
念
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

役

員

選

挙

の

公

示

役
員
選
出
規
定
第
九
条
に
よ
り
、
当
協

会
の
理
事
選
挙
の
公
示
を
い
た
し
ま
す
。

昭
和
五
十
五
年
三
月
十
八
日

選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

滝
口

亘

一
、
公
示
期
間

三
月
十
八
日
～
四
月
七
日(二
十
日
間
)

二
、
選
出
す
る
理
事
の
定
数

公
選

に
よ
る
理
事

の
定
数

は
十
名
と
す

る
。
三
、
立
候
補
届

同
規
定
第

十

一
条

に
よ
り

、
立
候
補
し

よ
う
と
す

る
も

の
は
、
立
候
補
届

(
別
記

様
式
)

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
会

員
中

よ
り
三
名

の
推

せ
ん
人
を
付
し
て
公
示
期

間
中

に
当
委
員
会

(北
海
道
自
然
保
護
協

会
内
)

に
届
出
す

る
こ
と
。

〈
参

考
V

一
、
昭
和
五
十
五
年
度

は
役
員
改

せ
ん
の
年

な

の
で
今
回
選
挙
を
行
う
の
で
す
。

理
事

の
定
数
は
二
十
名
で
す
が

、
半
数

は
理

事
会

の
推
せ
ん

に
よ
り
選
出

さ
れ
る

の
で
、
公

選

に
ょ
る
も

の
は
十
名

で
す
。

監
事

は
、
総
会

の
席

上
、候
補
者
を
選
出
し
、

総
会

の
承
認

に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

二
、
今
回

の
選
挙

に
は
、
当
協

会

の
会
員

は

誰

で
も
立
候
補
す

る
こ
と
が

で
き

ま
す
が

、
立

候
補

の
際

に
は
三
人

の
推
せ

ん
者

を
必
要

と
す

る
と
と
も

に
、
推
せ

ん
の
こ
と
ば

を
二
〇
〇
字

以
内

に
ま
と
め

て
付
し
て
く
だ
さ
い
。

三

、
公
示
期
間
中

に
、
立
候
補
者
数
が
定
員

に
み
た
な

い
場
合
は
同
規

定
第
十
三
条

に
よ
り

理
事
会

に
お

い
て
補
充
推

せ
ん
す

る
こ
と

に
な

っ
て
お
り

ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
場
合

に
は
、
推
せ
ん
、
立
候

補

を
問
わ
ず

に
、
す
べ

て
の
候
補
者

に

つ
い
て

信
任
投
票
を
行

い
ま
す
。

四

、
推

せ
ん
候
補
者
、
立
候
補
者

に

つ
い
て

は

、
信
任

、
選
任

の
投
票
を
会
員

に
し
て
も
ら

わ
ね
ば
な
ら
な

い
の
で
、
公
示
期
間
経
過
後

に

は
速
か

に
推
せ
ん
候
補
者
、
立
候
補
者

に

つ
い

て
公
表
し

、
投
票
用
紙
を
お
手
元
に
郵
送
し

ま

す
。
か
な
ら
ず

信
任

、
選
任

の
投
票
を
そ
れ
ぞ

れ

の
様
式

に
よ

っ
て
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

五
、
開
票
は
委
員
会

に
て
行

い
ま
す
。

信
任

投
票

に
よ
る
信
任

は
、
有
効
投
票
数

の

過

半
数

と
し
ま
す
。
不
信
任
者
が

で
た
と
き

は

欠
員

と
み
な
し
ま
す

。

な
お
、
当
選
人

の
発

表
は
委
員
長
が
総
会

に

お

い
て
行

い
ま
す
が

、
総

会
の
承
認
を
う
け

る

こ
と

に
な

っ
て
い
ま
す
。

〈
別
記
様
式
V

立

候

補

届

年

月

日
氏
名

㊥

選
挙
管
理
委
員
長
殿

こ
の
度
の
選
挙
に
あ
た
り
、
理
事
に
立
候

補
す
る
の
で
お
届
け
し
ま
す
。

推

せ

ん

状

こ
の
度
の
選
挙
に
あ
た
り
右
の
者
を
理
事

に
推
せ
ん
い
た
し
ま
す
。

年

月

日推
せ
ん
人

㊥㊥㊥

信
任
投
票
用
紙

信
任
欄

候

補

者

名

信
任
は
○
、
不
信
任
は
×
を
信
任
欄
に

選
任
投
票
用
紙
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陳
情
書
、
要
望
書

知
床
横
断
道
路
の
駐
車
場
に
関
す
る

要
望
書

・
H
N
C
S
第
二
〇
九
号

昭
和
五
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日

羅
臼
町
長

佐
藤

一
殿

斜
里
町
長

船
津
英
雄
殿

北
海
道
自
然
保
護
協
会

会
長

石
川
俊
夫

要

旨

知
床
横
断
道
路

(国
道
三
三
四
号
)
知
床
峠

に
駐
車
場
を
設
置
す
る
計
画
を
と
り
や
め
る
よ

う
要
望
し
ま
す
。

理

由

本
協
会
で
は
昭
和
四
十
年
よ
り
、
こ
の
地
域

に
道
路
が
通
る
こ
と
は
自
然
保
護
上
重
大
な
支

障
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
知
床
横
断
道
路
は
自
然
保
護
上
の
問
題

は
あ
る
が
、
産
業
道
路
と
し
て
の
必
要
性
が
高

い
の
で
、
自
然
保
護
に
十
分
留
意
し
な
が
ら
建

設
す
る
と
い
う
了
解
が
え
ら
れ
て
か
た
は
ず
で

す
。

、
.・-
;

と
こ
ろ
が
、
新
聞
報
道
な
ど
に
よ
る
駐
車
場

案
は
、
ハ
イ
マ
ツ
地
帯
の
現
状
を
無
視
し
て
い

る
ば
か
り
で
な
く
、
駐
車
場
か
ら
で
る
観
光
客

の
滞
留
を
許
容
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
と

意
見
書
、
回
答
文
書
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も
な
う
各
種
公
害
に
結
び
つ
く
も
の
を
考
え
れ

ば
、
と
う
て
い
自
然
保
護
上
許
さ
れ
な
い
施
設

で
す
。
駐
車
場
計
画
を
す
み
や
か
に
撤
回
し
、
知
床

横
断
道
路
開
設
後
も
自
然
破
壊
が
起
き
な
い
よ

う
十
分
監
視
、
指
導
体
制
を
と
ら
れ
る
よ
う
要

望
い
た
し
ま
す
。

◇
激

励

昭
和
五
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日

知
床
国
立
公
園
管
理
事
務
所
長

殿

阿
寒
国
立
公
園
管
理
事
務
所
長

殿

環
境
庁
自
然
保
護
局

百
武

充
殿

根
室
自
然
教
育
研
究
会

三
浦
二
郎
殿

斜
里
町
青
い
海
と
緑
を
守
る
会
々
長
殿

本
協
会
は
、
従
来
よ
り
知
床
の
自
然
保
護
に

努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
と
く
に
こ
の
た
び

の
駐
車
場
計
画
に
は
無
関
心
で
は
い
ら
れ
ず
、

別
紙
の
と
お
り
関
係
方
面
に
要
望
い
た
し
ま
し

た
。
よ
ろ
し
く
ご
趣
旨
ご
賢
察
の
上
ご
協
力
を

え
た
く
、
ま
た
当
該
計
画
の
撤
回
に
、
現
在
以

上
の
ご
努
力
を
つ
く
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
す
る

次
第
で
す
。
・(回

答
)

昭
和
五
十
五
年
一
月
十
日

斜
里
町
長

船
津
英
雄

北
海
道
自
然
保
護
協
会

会

長

石
川
俊
夫
殿

日
頃
、
貴
協

会

の
自
然
保
護
活
動

に
は
、
深

く
敬
意

を
表
す
る
と
と
も

に
、
又
適
切

な
る
ご

指
導
を
賜
り
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

さ

て
、
昭
和
五
十
四
年
十

二
月

二
十
五

日
付

H
N
C
S
第
二
〇
九
号
に
よ
る
要
望

の
件

で
す

が
、
駐
車
場

の
計
画
は
現
在
も
環
境
庁
、
羅
臼

町
他
関
係
機
関
と
協
議

中
で
あ
り

ま
す
が
、
当

町

の
考
え
方

を
示
し
、
ご
回
答
を
致
し
ま
す
。

記

一
、
産
業
道
路

と
し
て
の
位
置
付

は
変
ら
ず

、

そ

の
利
用

を
図

る
も

の
で
す
が
、
国
立
公
園
区

域
内

を
横
断
す

る

一
般
国
道

で
あ
り
、
必
然
的

に
観
光
客
も
利
用
す

る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

計
画
当
初

は
観
光
客
も
少
な
く
駐
車
場

の
必

要
は
全
く
無

か

っ
た

の
で
す
が
、
最
近

は
羅
臼

町
と
合

せ
百
万
人
を
超
え
る
入
込
み
が

あ
り
、

多
く

は
車

の
利
用

の
状
況

で
あ
り
ま
す

。

今
後
、
道
路
開
通

に
伴

い
益

々
入
込

み
が
増

え

る
こ
と
は
間
違

い
な
く
、
道
幅
は
狭
く

、
カ

ー
ブ
が
多
く
、
し
か
も
山
間
地
を
走

る
当
道
路

を
全
く
駐
車

場
も
無
く
利
用

さ
せ
る
こ
と

は
非

常

に
危
険

で
あ
り
、
適

切
な
る
国
立

公
園

の
利

用

に
な
ら
な

い
と
思

い
ま
す

。

従

っ
て
、
そ
れ
ら

を
防

止
す

る
以
上
、

一
定

の
駐
車
場
を

設
置
す

る
必
要

は
不
可
欠
な
問
題

で
あ

り
ま
す
。

二
、
新
聞
報
道

に
よ

る
計
画
図
は
、
羅
臼
町
案

で
か
な
り
以
前

の
も

の
で
あ
り
、
そ

の
ま
ま
で

は
ご
指
摘

の
と
お
り
、

ハ
イ
松
帯

の
影
響

は
必

至

で
、
賛

成
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

三
、
現
在
協
議

し
て

い
る
場
所

は
、
現
地

の
状

況
を
調
査

し
た
結
果
、
道

路
工
事

の
た
め
砂
利

等
を
積
載

し
て

い
た
場
所

を
利
用
し
、
そ

の
範

囲
内

で
駐
車
場
を
設
置
す
る
内
容
で
検
討
中

で

あ
り
、
新
聞
報
道
よ
り
、
縮

小
を
す

る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

四

、
な
お
、
開
通
後

、自
然
保
護

に

つ
い
て
は
、

常
駐

の
監
視
員

を
配
置

し
、
監

視
に
努

め
る
計

画

で
あ
り
ま
す
。

以
上
、
ご
要
望
の
と
お
り

、
駐
車
場
設
置
計

画

の
中
止
は
難
し
く
道
路
利
用

に
よ
る
混
乱
を

避
け
る
た
め
、
止
む
を
得

な
い
状
況

で
あ
る

こ

と
を
、
ご
理
解
下
さ

る
よ
う

、
よ
ろ
し
く
お
願

い
致

し
ま
す

。

自
然
保
護
講
座
受
講
生
の

ご
意
見

・
ご
感
想

(座
談
会
よ
り
)

A

自
然
保
護

の
問
題

に
は

一
寸
な
じ
め
な

い
も
の
が
あ

る
が
、
各
講
師

の
お
話
を
聴
く
こ

と
に
よ
り
、
だ

い
ぶ
奥
行
き
が
深
ま
り
。
も

っ

と
も

っ
と
知
り
た

い
し
、
学
び
た
い
と
思

う
よ

う
に
な

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
講

座
を
今
後

も
や

っ
て
ほ
し
い
。

B

現
実
と

の
開
き

、
矛
盾
を
自
然
保
護
運

動

に
感
じ

て
い
る
。
さ
ら
に
現
実

に
接

し
、
肌

で
感
じ
た

い
と
思

う
し
、
そ
れ

に
よ

っ
て
新
し

い
眼
が
開
か
れ
て
い
く

も
の
だ
と
思
う
。
大

い

に
チ

ャ
ソ
ス
を
作

っ
て
ほ
し
い
。

C

観
光
開
発
が
問
題

で
あ

る
。
折
角

の
良

い
と

こ
ろ
で
も
近

よ
れ
な
け
れ
ぽ
な

に
も
な
ら

な

い
。
近

よ
れ

る
よ
う

に
す
る
た
め

に
は
開
発

問
題
が
生
れ
る
。
近

よ
り
た

い
と
思

っ
て
は

い

け
な

い
も

の
だ

ろ
う

か
。
自
然
保
護
団
体
の
反

対

に
よ

っ
て
何
も

で
き

な
く
な
る
。
そ
こ
が
む

つ
か
し
い
点
だ
と
思
う
。
自
然

と
人
間

と
の
哲

学

、
教
育
、
哲
学
的
啓
蒙
も
必
要
に
な

っ
て
く

る
。
お
互

い
、
機
会
を
作

っ
て
は
勉
強

す
る
必

●3●
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要
が
あ
る
し
、
考
え
ね
ば
な
ら
な

い
と
思
う
。

.
D

・
ス
キ
ー
場
が
も

っ
と
ほ
し

い
し
、
必
要

で
あ

づ
て
も

そ
れ
も
造
れ
な

い
。
矛
盾

を
感

じ

る
こ
と
も

あ
る
。

E

知
床
横
断
道
路
も
観
光
道
路

で
あ

る
と

思
う
。
産
業
道
路
な
ら
当
然

ト

ソ
ネ

ル
化

す
べ

き
だ

ろ
う
。

ス
イ

ス
で
は
な
ん
で
も
国
民
投
票

に
よ

っ
て
き

め
て
い
る
そ
う

で
す
が

、
そ
れ
も

ま
た

」
利

一
害
が
あ
る
は
ず
だ
。

F

自
然
保
護

を
唱
え

て
い
る
人
達

も
、
も

っ
と
も

っ
と
考
え
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
。

G

最
近
自
然
保
護

に
関
心
を
も

つ
よ
う

に

な

っ
た
。
判
り
や
す
い
話
が
必
要

で
あ
る
し
、

知
り
た

い
点

に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
判
り
や
す

く
話
し
て
も
ら
え
た
の
で
大
変
嬉
し
か

っ
た
。

H

自

然
保
護

の
問
題

に
つ
い
て
、
孫
と
話

し
合
え
る
よ
う

に
な
り
た

い
と
思

い
参
加
し
た

が

、
大
変

よ
か

っ
た
と
思

っ
て
い
る
。

1

山
登
り
が
好
き
な

の
で
、
自
然
保
護
と

は
ど
ん
な
こ
と
か
に

つ
い
て
知
り

た

か

っ
た

し
、
外
国

の
自
然

に
対
す
る
考

え
方

に

つ
い
て

も
知
り
た

い
と
思

い
、
参
加
し
た
。

」

札
幌

に
き

て
十

一
年

に
な
る
。

ス
キ
ー

が
好
き
な

の
で
こ
こ
に
き

た
よ
う

な

も

の

だ

が
、
札
幌

の
人
は
山

ス
キ
ー
が
好
き

で
な
い
よ

う
だ
。
あ
ま
り
に
も
自
然
が
美

し
い
の
で
、
逆

に
自
然
に

つ
い
て
は
無
関
心

に
な

っ
て
い
る
の

で
は
な

い
だ
ろ
う

か
。

観
光

と
自
然

と
の
関
係

は
、
と

て
も
む
ず
か

し

い
と
思

う
。

ス
イ

ス
は
山

の
頂
上
ま

で
観
光

地
化
し
、
原
始

の
姿
が
な

い
け
れ
ど
、
自
然
と

い
う
も

の
に
は
近
づ
き

や
す
く
な

っ
て
い
る
。

こ
ち
ら

の
方

は
ま

っ
た
く
逆

で
、
自
然
が
多

い

の
に
近
づ
く

こ
と
が

で
き
な

い
。
近
づ
き
た

い

と
思
え
ば
問
題
が
す
ぐ
起
き

る
よ
う
だ
。
矛
盾

を
感
じ

る
。
自
然
保
護

と
い
う
も

の
を
も

っ
と

知
り
た

い
と
思

っ
て
参
加
し
た
。

K

林
業
人
と
し
て
、

と
り
わ
け
学
ぶ
点
が

多

い
。
産
業
資
源

、
観
光
資
源
と
し
て

の
林

業

面
も
学
び
た

い
。
自
然

と
林
業
と

の
か
か
わ
り

も
学
び
た

い
。

L

自
然
保
護

と
い
う

こ
と

は
、

一
体
な
ん

な

の
か
、
と

い
う

こ
と
を
知
り
た
か

っ
た
。
今

回

の
講

座
で
は
感
動

し
て
い
る
。

M

小
学
校

で
理
科
を
教
え
て
い
る
が
、
自

然
保
護

、
自
然

と
い
う
も

の
を
教
科
書

の
中

で

し
か
知

ら
な
い
。

マ
ス
コ
ミ
で
は
よ
く
取
り

上

げ

て
い
る
が
、
身
近

か
な
も
の
と
し
て
知
り

た

い
と
思

う
。

N

自
然
保
護

と
い
う
も

の
を
自

分
な
り
に

納
得

し
て
い
る

つ
も
り
だ
が
、
専
門

の
方

々
は

ど
の
よ
う

に
考
え

て
い
る
の
か
を
知

り
た
い
と

思

い
参

加
し
た
。

〇

九
州

の
人
間
な

の
で
、
北
海
道

を
知
り

た
い
と
思

い
参
加
し
た
。
大
変
勉
強

に
な

っ
た
。

P

道
内

に
も
美
し

い
、
す
ば
ら

し
い
と

こ

ろ
が
多

い
が
、
ど

こ
が
本
当

に
美
し
く
素
晴
ら

し
い
の
か
、
自
然
保
護

を
勉
強

し
て
い
る
方

々

と

一
般

の
人

と

の
感

覚
の
違

い
が
あ

る
こ
と
を

痛
感
し

て
い
る
。

ま
た
、
次

の
時
代

を
背
負
う
子
供
達

に
自
然

の
美
し
さ
、
貴

さ
を
ど
の
よ
う

に
伝
え

る
か

に

つ
い
て
、
も

っ
と
も

っ
と
考
え
ね
ば
な
ら
な

い

と
思
う
。

Q

自
然
保
護

と
い
う
こ
と
は
、

一
体
ど

の

よ
う
な
こ
と
な
の
か
ま
だ
判
ら
な

い
。
も

っ
と

も

つ
と
勉
強

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
。

R

最
近

こ
の
協
会

に
入
会
し
た
。
第

一
学

期

の
内
容

は
人

を
近
づ
け

る
た
め
に
は
内

容
的

に
大

変
固
い
が

、
進

め
方

と
し
て
は
良

い
企
画

だ

っ
た
と
思
う
。
二
時
間

と

い

う

講

座

時

間

も
初
め
の
う
ち
は
長

い
と
思

っ
た
が
、
次
第

に

短
い
と
思
う
よ
う
に
な

っ
た
。
現
地
学
習
、
週

末
、

祝
日
利
用

の
遠
出

な
ど
も
加
え
て
も
ら
え

る
と
、

さ
ら

に
勉
強

に
な

る
だ
ろ
う
と
思
う
。

今

回
の
企
画

に
感
謝

し
て
い
る
。

S

自
然
保
護
と

は
ど
ん
な
こ
と
な
の
か
ま

だ
判

ら
ず

に
い
る
。

こ
の
札
幌
と
い
う
大
都
会

の
中

で
、
子
供
達

に
、
自
然

に
接

し
さ
せ
る
チ

ャ
ソ
ス
を
作

る
困
難
性
を
痛
感

し
て
い
る
し
、

自
然

の
中

で
の
正
し

い
見
方
な
ど
を
知

り
た
く

て
参

加
し
た
が
、
良

い
講
座
だ

っ
た
と
感
謝

し

て
い
る
。

丁

自
然

を
護

る
と

い
う
よ
り
も
、
保

全
に

関
係

す
る
仕
事

に

つ
い
て
い
る
。
こ
の
協
会

の

会
員
だ
が
、
会

の
行
事

に
は
参
加
し
た
こ
と
が

な
か

っ
た
。
現
実

に
自
然
保
護

を
担
当
し
て
い

る
方

々
の
意
見
を
知
り
た
い
と
思

っ
て
参

加
し

た
。
地
域

の
課
題
、
問
題
を
も

っ
と
取
り

上
げ

て
ほ
し

い
。

U

自
然
保
護

よ
り
も
、
開
発

す
る
方

の
業

務

に
た
ず

さ
わ

っ
て

い
る
自

分
と
し
て
は
、

い

ろ

い
ろ
な
問
題
解
決

の
た
め
に
も
参
考

に
し
た

い
し
、
自
然
保
護

の
正
し
い
理
解

の
上
に
立

っ

て
業
務

を
し
た
い
。
大

い
に
勉
強

し
た
い
。
本

講
座

の
企
画
を
感
謝

し

て
い
る
。

●
領
収
書
発
行
の
と
り

や
め

こ
の
た
び
、
事
務
簡
素

化
の
た
め
、
銀
行
振

込
み
、
郵
便

振
替
納

入
の
場
合

に

つ
い
て
は
、

領
収

書
の
発
行

を
省
略

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

す
が

.
必
要
な
方

に
は
従
来

ど
お
り
発
行
し
ま

す
の
で
、
そ

の
折

は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

●
会

員

の

移

動

(
入
会
)
林

隆
良
、
・伊
藤
幸
男
。

●
第
十
回
全
国
自
然
保
護
大
会

例
年

の
と
お
り
本
年
も
次

に
よ
り
開

催
が
予

定
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
八
○
年
代

の
自
然
保
護

運
動
が
、
清
新
な
、
確
実
な
理
念
と
展

望
を
も

っ
て
活
動

し
は
じ
め

て
い
る

こ
と
を
、
内
に
確

認
し
外

に
宣
言
す

る
大
会
と
な
る
よ
う
多
数

の

参

加
を
希
望

い
た
し
ま
す
。

期
日

五
月

二
十
四
日

(
土
)
と
二
十
五
日

(
日
)

の
二
日
間

会
場

高
知
市

桂
浜

セ
ソ
タ
ー

内
容

総
会
、
記
念
講

演
、
分
科
会

な
ど

●
新
刊
紹
介

「新
法
学
入
門
i
技
術
文
明
社
会
と
法
⊥

自
然
保
護

の
本
と

い
う
と
動
物
や
植
物
な
ど

保
護
対
象

に

つ
い
て
の
も

の
が
多

い
が

、
こ
こ

で
は
会
員

の
藤
原
英
司
氏
が
生

物
保
護

と
法

と

い
う
章
を
担
当
し

て
い
る
。
北
海
道
関
係

で
は

大
雪
自
動
車
道
計
画

の
い
き
さ

つ
が
例

と
し
て

挙
げ

ら
れ

て
い
る

(
阿
南
成

一
編

・
法
律
文
化

社

・
一
、
三
〇
〇
円
)
。
'

昭
和

五
十

五

年

三

月

八

日
発

行

〇
六
〇

札
幌
市
中
央
区
北

一
条
西
七
丁
目

広
井
ビ
ル
五
階

発

行

所

灘
燗
北

海

道

自

然

保
護

協

会

電

話

(〇

一
一
)二
六
一-
六
五
八
六
(代
)

(〇
一
一)
二
五
一ー
五
四
六
五
(直
)

郵

便

振

替

口
座

小

樽

四
〇

五
五

北
海
道
拓
殖
銀
行
本
店
〇
一
七
二
五
九

北

海
道

銀
行

本

店

一
〇

一
四
四
四

発

行

人

石

川

俊

夫

印

刷

札

幌

印

刷

株

式

会

社

4●


